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	   報 告 者 氏 名
	樋口　敦子

	大 会 名
	IODA NORTH AMERICAN CHAMPIONSHIP 2011

	開 催 地
	Los Angeles, USA

	大 会 期 間
	June 29 to July 7


	現地までの旅程
	デルタ航空　636便　羽田空港　6/28  0:30 発  -  Los Angeles空港　6/27  7:00着  ( 九州 -羽田便別)）

	旅行代理店
	なし　　　デルタ航空HPよりチケット購入

	渡航費用
	一人当たりの往復料金：　113,950円（　国際線　）

	エントリー料
	選手一人　695ドル　　　　　役員　725ドル

	一人当たりの宿泊費用
	約72ドル / １泊　（選手、役員、サポーター一律）

	一人当たりの食費
	約50ドル　/  1日　 ( 選手、役員、サポーター一律)

	チャーター料金


	ＯＰ艇　　大会期間中　８日間　500ドル / 艇　　　　大会前料金　60ドル / 艇 / 日　

コーチボート　　　　　８日間　600ドル / 艇　　　　大会前料金　250ドル / 艇 / 日

	大会本部の対応
	IODAの方々の他に　カブリロビーチヨットクラブのメンバーボランティア多数が、受付、出艇補助、
出艇の順番整理、ランチ準備、スペアデイのお祭り、清掃など　たくさんのお手伝いを

フレンドリーに対応してくださいました。　計測も滞りなかったです。
事前メールのやりとりはやや遅れがちでした。支払い額の付き合わせに少し時間を取られました。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	まずボランティアに対して称賛の拍手。
日々のスケジュール、注意事項、スペアデイお祭りの告知等の他、質疑応答多数。
艇置場が狭いので、出艇時は順番を守るよう保護者もサポートしてほしいとの要請がありました。

NATIONSミーティングでは、2012北米メキシコの紹介日程検討と2011ワールドNZLより大会の紹介がありました。

	選手達の様子で

気をつけたこと
	挨拶をする。喧嘩をしない。大騒ぎしない。持ち物に注意し、1人で行動しない。
早寝早起き。（レース海面まで1時間かそれ以上。4チームに分けたこともあり
ハーバーバック毎日18:00過ぎ。海上寒い。体力消耗が心配でした。）

エアコンかけすぎない。ウエア、服装による体温調整。

	　食事に関して

　注意したこと
	水分、野菜をとる。生水生魚控える。
沖ランチにチョコレートなど持参。

	　セキュリティー

　に関して注意

　したこと


	自分の荷物から目を離さない。
空港などで子どもは1人でトイレなどに行かない。

現金はなるべく多く持たない。

ダウンタウンではより気を引き締めて行動する。（子どもを1人にしない）等

	　荷物に関して

　工夫したこと
	セールは、1人1枚×4枚を細いボイド管に巻いてFragileシールを貼って預け荷物へ。
もう1枚は畳んで手荷物（預け荷物紛失してもレースに出られるようにリスクを回避しました）。

	日本との通信状況、手段
	ノートPC一台　他、個人i –phone。
メール、スカイプ、国際電話。

ネット環境悪かった。

	他国チームとの国際交流の実施
	選手達は早くからT-シャツ交換、挨拶、言葉かけなど賑やかに交流していました。
NZLチームとコーチ艇シェアで、親達も選手も仲良くなりました。

カナダや南米の親達にも親切にしていただき、観覧艇で一緒になったチーム、前回会った人との

再会、スペアデイのお祭り、大会ボランティアの方とランチ等、楽しく過ごしました。

	持参した

食品、医療品等　
	お菓子、絆創膏、風邪薬、軟膏、痛み止め、うがい薬など。

	次回参加者へアドバイス
	次回北米はメキシコ・カンクーンの予定。（一大リゾート地、治安注意？。）
北米大会は、もっとも他国の勢いに圧倒される大会だと思いました。
アメリカ、メキシコ、ブラジル、エクアドルなどは１カ国につき約15名でエントリーしていて賑やか、

自己主張のはっきりしている国柄が多く、日本も負けずに自己をしっかり保つ必要があります。
仲良くなれば、オープン、フレンドリーな国柄なので楽しいです。
言葉、食事、時差、などアウェイな部分をぜひ楽しみながら乗り越えて、親も選手も

同じ大会を戦った友人を1人でも多く得てきてください。　

	ＪＯＤＡへの要望
	デポジットはあらかじめ送金しないほうがよい場合があると思われます。
出場に際しまして、大会側へのメール、合宿運営や書類作成など、ご尽力いただきましたこと

心より感謝申し上げます。

	その他


	チームのみなさん、お世話になりました。

全国のみなさん、応援ありがとうございました！


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

